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【内容】 

日本と持ちつ持たれつの関係にある東南アジアは災害多発地域である。タイ洪水、フィリ

ピン台風、カンボジア内戦、東ティモール独立紛争などの災禍に対する地域社会の対応を

辿りながら、防災・復興と外部者の果たす役割、国際協力のあり方を考える。地域の抵抗

力をつくり、回復力によりそい、支援力をきたえるために我々に出来ることとは？ 
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